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1
令和2年3月5日

（通信連絡設備）

大規模損壊時等の常設の有線設備が使用できない場合を考慮し

て、緊急時対策所から現場への有線での通信連絡手段として、中継

コード等の数量を検討すること。

本日回答

大規模損壊発生時において，大型航空機の衝突により制御室建物

が損傷し中央制御室の機能喪失時は，緊急時対策所近傍の免震

重要棟に資機材として保管している有線式通信機及び中継コードを

使用し，緊急時対策所から現場（建物内）まで中継コードを敷設

して通信連絡を行うこととしている。

（資料３－１　P18,19，資料３－６　P添付2.1-183,184）

島根原子力発電所２号炉　審査会合における指摘事項に対する回答一覧表（大規模損壊：本文）
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